








○ 冨山 稔（文・写真），大場秀章（監修）：世界のワイルドフラワー， A 4判変形，巻 264頁．2003






























4．古処山に関する資料 5．物質変化を中心とした実践観察の実際 6．古処山雑記 7．みどりの保安官に
なろう 8．国道 322号線バイパス計画と植生調査 9．自然環境調査
この本を入手し，一読されたい方は著者宛てに照会されたい。著者の住所は〒820―0303 福岡県嘉穂郡嘉
穂町中益 283 （清水建美）






















○ 笹川通博：新潟県佐渡における植物分布図集 分布上特徴ある植物 A 4判，277頁．2005年 8月 31日．
積雪地域植物研究所．非売品．
本書は，佐渡で分布上特徴ある植物を取り上げ，その分布図を示したもので，同著者による『新潟県佐渡に








あり，利用価値のある本である。入手希望者は新津植物資料室（〒956―0816 新潟市新津東町 2丁目 5―6
新津地域学園内）に問い合わせること。 （鳴橋直弘）












は，青森文芸協会出版部（〒037―0004青森県五所川原市唐傘柳藤巻 467 TEL 0173―35―5323）に申し込まれ
るとよい。 （鳴橋直弘）
○ 橋本光政：ひょうごの巨樹・巨木 100 選 A 4判，203頁．2005年 10月．兵庫県林業会議．2,500円．
本書は，兵庫県内の巨樹・巨木を 108本選び，カラー写真で解説した本である。
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者は，兵庫県林業会議（〒650―0012 神戸市中央区北長挟通 5丁目 5―18 兵庫県林業会館内 TEL 078―351
―3341）に申し込むと，頒価＋送料で購入できる。 （鳴橋直弘）














購入希望者は，株式会社 島印刷（〒657―0843 神戸市灘区大石北町 7―11 TEL 078―871―0757 FAX 078
―871―7630）または，藤本義昭氏（〒654―0121 神戸市須磨区妙法寺字岩山 1054―3 TEL & FAX 078―741
―9299）に申し込まれるとよい。頒価 3,000円と送料 1册 700円で入手できる。 （鳴橋直弘）





























































細胞学的データは割愛しても，細胞遺伝学的手法は削ることができない事柄である。Tod F. Stuessyの Plant
Taxonomy（1990）に比べると，本書は理論的側面が減り，扱っている分類学的形質の分野も狭くなったが，
読者には分り易くなっている。 （鳴橋直弘）











（〒010―0873 秋田市千秋城下町 8―18 田中政行方 秋田自然史研究会）
第 47号 2004年 2月―沖田貞敏：刈和野南部沼地の植物について（1―10）／菊地卓弥：秋田県でのオオニ
シキソウの新産地（27）／菊地卓弥：ホッスモの新産地（28）／豊島美津秋：秋田県新産の帰化植物 2種（30）
第 48号 2004年 11月―菊地卓弥：十和田湖の水草－ササエビモの記録（1―3）／菊地卓弥：秋田県新産の
帰化植物―トゲナシムグラ（アカネ科）（4）／高田 順：秋田県フロラ資料（16）（5―8）
第 49号 2005年 2月―高田 順：秋田県におけるホシクサ属植物の問題点（5）―イヌノヒゲ，シロイヌノ
ヒゲ，ミカワイヌノヒゲ―（1―5）／沖田貞敏：秋田県植物分布資料（6）（6―7）
◯ 福島生物 No. 48 2005年 8月
（〒960―1296 福島市金谷川 1 福島大学教育学部生物学教室内 福島県生物同好会）
五十嵐 彰：植物短信 2～テングノコヅチについて（17―18）
◯ 茨城県自然博物館研究報告 第 8号 2005年 3月
〒306―0622 茨城県坂東市大崎 700 ミュージアムパーク茨城県自然博物館）
太田俊彦：ミュージアムパーク茨城県自然博物館野外施設の植物相について（67―82）
◯ 食虫植物研究会々誌 第 56巻
（〒102―8159 東京都千代田区富士見 1―9―20 日本歯科大学生物学教室内 食虫植物研究会）









◯ FLORA KANAGAWA No. 60 2005年 10月






◯ 横須賀市博物館研究報告（自然科学） 第 52号 2005年 3月
（〒238―0016 横須賀市深田台 95 横須賀市自然・人文博物館）
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大森雄治：コショウ（コショウ科）の花部解剖（21―27）（英文）
◯ 自然環境科学研究 第 18巻 2005年 12月
（〒220―0102 神奈川県津久井郡城山町原宿 5―15―6 （財）平岡環境科学研究所）




◯ 新津植物資料室年報 2004 2005年 3月
（〒956―0816 新潟県新津市東町 2―5―6 新津市地域学園内 積雪地域植物研究所（新津植物資料室））
石沢 進：分布上顕著な新津の植物（4）（1―5）／石沢 進・朱 雁：新潟県植物分布資料（4）（5―11）／渡
辺洋子：佐渡島における植物観察記録 3（12―15）／木村 彰：越後の植物観察記（その 2）（16―18）／清水
尚之：亀田郷土地改良区の水草（19―22）／登坂裕一：柏崎市米山町旗持山のミヤコイヌワラビ（23）／登坂
裕一：厳冬に咲くマンテマ（24―25）／朱 雁：新潟県における暖温帯常緑樹の短報（3）（26―27）
◯ 長岡市立科学博物館研究報告 第 40号 2005年 3月
（〒940―0072 新潟県長岡市柳原町 2―1 長岡市立科学博物館）
櫻井幸枝：故中村一男氏収集植物標本目録（1）（7―38）
◯ 富山市科学文化センター研究報告 第 28号 2005年 3月
（〒939―8084 富山市西中野町 1―8―31 富山市科学文化センター）
根来 尚：富山県立山美女平における訪花昆虫調査（1―11）／佐藤 卓・藤平量郎：関東地方の Pinus parvi-
flora の地理的変異（81―89）
◯ 富山県中央植物園研究報告 第 10号 2005年 12月
（〒939―2713 富山県富山市婦中町上轡田 42 富山県中央植物園）








◯ 石川県白山自然保護センター研究報告 第 31集 2004年 12月
（〒920―2326 石川県石川郡吉野谷村木滑ヌ 4 石川県白山自然保護センター）
野上達也：別山・市ノ瀬道および観光新道で確認された希少ラン科植物（45―48）／富樫一次：ウリハダカエ
デ（カエデ科）の訪花昆虫（49―51）／富樫一次：ウバユリ（ユリ科）の訪花昆虫について（53―54）
◯ 富士竹類植物園報告 第 49号 2005年 8月
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◯ 京都植物 第 27巻第 6号 2005年 9月






（前号でご紹介した第 28巻第 1号、第 2号は、第 27巻第 4号、第 5号の誤りでした。お詫びして訂正します。）
◯ 三重自然誌 第 8／9／10号 2004年 12月




◯ 南紀生物 第 47巻第 1号 2005年 6月
（〒644―0011 和歌山県御坊市湯川町財部 522―2 乾風 登方 南紀生物同好会）
山本修平：紀伊半島におけるイワナンテン（ツツジ科）の分布（51―53）
◯ くろしお No. 24 2005年 10月




◯ 大阪市立自然史博物館研究報告 59号 2005年 3月
（〒546―0034 大阪市東住吉区長居公園 1―23 大阪市立自然史博物館）
木村全邦・日出幸啓子：近畿地方におけるジムカデゴケの分布（51―54）
◯ 倉敷市立自然史博物館研究報告 第 20号 2005年 3月




（〒727―0013 広島県庄原市西本町 1丁目 7―7 中村慎吾方 比婆科学教育振興会）
第 216号 2005年 7月―太刀掛 優・久藤広志：広島県呉市下蒲刈町と蒲刈町の社叢（1―50）／吉野由起
夫：高木リスト（2005）と広島県の植物（61―65）／中村慎吾：ベニカミキリ、タチバナモドキの花を後食（68
―69）／中村慎吾：キクスイカミキリ、ノジギクに産卵（69）
第 217号 2005年 11月―窪田雄一・窪田正彦：広島県植物誌資料（7）（1―9, 3図版）
◯ 山口県植物研究会会報 Vol. 3
（〒744―0002 山口県下松市上豊井万福寺 真崎 博方 山口県植物研究会）
No. 3 2005年 7月―鶴谷 保：植物の分布報告 タキミシダ（1）／真崎 博：萩市明木一升谷の植物（1―
5）／真崎 久：植物の分布報告（8）（5―8）／真崎 博：山口県産高等植物についての新知見（9―11）／真
崎 博：失われたヤナギの記録（12）
No. 4 2005年 11月―真崎 久：植物の分布報告（9）（1―8）／真崎 博：山口県産アザミ属の 5分類群（2
―4）／真崎 博：山口県産高等植物についての新知見（4―5）／真崎 博・真崎 久：下関市（旧豊田町）下
杢路子大風畑川の植物（5―7）／真崎 博：萩市（旧旭村）明木一升谷川の植物（補遺）（8）
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（〒852―8521 長崎市文教町 1―14 長崎大学教育学部生物学教室内 長崎県生物学会）
No. 58 2004年 12月―中西弘樹：長崎県の滅びゆくハマゴウ群落の記録 2（1―4）／中西弘樹：長崎県植物
誌ノート（27）（5―9）／馬込琢磨：長与町の植物について（27―28）
No. 59 2005年 10月―遊佐匡子・川久保晶博・野添裕一・平島利治：南九十九島海域におけるハマサジの
生育状況（13―20）
No. 60 2005年 12月―中西弘樹：長崎県植物誌ノート（28）（13―16）／池崎善博：オオカナダモの駆除（除
草）（61）
◯ 熊本博物館館報 No. 17 2005年 8月








8月 01日 滋賀県琵琶湖・環境科学研究センター 〒520―0022 大津市柳が崎 5―34
8月 29日 笛田 美香 〒814―0162 福岡市早良区 星の原団地 16―206
9月 28日 阿部 信之 〒020―0805 盛岡市東新庄 1丁目 25―26
9月 28日 赤井 賢成 〒918―8006 福井市足羽上 147 福井市自然史博物館
退会会員（2005年 8月～2005年 11月）
福井市自然史博物館 〒918―8006 福井市足羽上 147
杉山 明子 〒350―1227 日高市女影 1616 埼玉女子短期大学
高川 晋一 〒113―8657 東京都文京区弥生 1―1―1 東京大学大学院農業生命科学研究科
住所・氏名変更及び訂正（2005年 8月～2005年 11月）
内藤 和明 〒668―0814 豊岡市祥雲寺二ヶ谷 128 姫路工業大学自然環境科学研究所 → 〒668―0814
豊岡市祥雲寺二ヶ谷 128 兵庫県立大学自然環境科学研究所
工藤 洋 〒657―8501 神戸市灘区鶴甲 1―2―1 神戸大学理学部生物学科 → 〒657―8501 神戸市灘区
六甲台町 1―1 神戸大学理学部生物学科
大角 信介 〒422―8046 静岡市中島 3158 BL TOWN A 103 → 〒175―0091 東京都板橋区三園 1―42
―4 スターホーム 21―301
政谷 徳治 〒927―0602 石川県珠洲郡内浦町字松波 14―58甲 2 → 〒927―0602 石川県鳳珠郡能登町字
松波 14―58甲 2
松本 雅道 〒869―2301 熊本県阿蘇郡阿蘇町内牧 645 松田アパート 1号 → 〒439―0019 菊川市半済
16―3
芝野 将年 〒460―0008 名古屋市中区栄 2―5―13 アイエスビル 5 F ㈱プレック研究所中部事務所 →
〒550―0003 大阪市西区京町堀 1―7―15 ㈱プレック研究所大阪事務所
和田 尚幸 〒311―0105 茨城県那珂郡那珂町菅谷 6127 → 〒311―0105 那珂市菅谷 6127
加藤 信英 〒999―7671 山形県東田川郡藤島町古郡字水押 10 → 〒999―7671 鶴岡市大字古郡字水押
10
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英文原稿は，A 4判用紙に上下 3 cm程度，左右 2.5 cm程度あけ，ダブルスペースで 25行を原稿の 1頁と
する。和文原稿の場合は，原則として日本語ワードプロセッサーを使用し，A 4判の用紙に周囲それぞれ 3 cm
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示し，図中の記号，数字には活字（写植を含む）をはりこむこと。図は原則として刷り上がりで 15 cm（頁巾）








形を使用する場合，Brummit, R. K. and Powell, C. E．（eds．）．1992. Authors of plant names. 732 pp. Royal
Botanic Gardens, Kewの表記を用いる。標本庫の略語はHolmgren, P. K., Holmgren, N. H. and Barnett,








して，1999 a, 1999 bのように区別する。著者が 3名以上で第 1著者が同じである場合は，他の著者が異なっ
ている時でも年号のあとにアルファベットを付して区別する。なお本文中での引用は，石川（1999）もしく
は（Toyama 1999）のように著者名と発表年を用いる。なお著者が 2名の場合，石川・富山（1999），（Ishikawa
and Toyama 1999），3名以上の場合，石川他（1999），（Toyama et al. 1999） の形式を用いること。
a 雑誌の場合：著者名（姓前名後とし，すべての著者名をあげる），年号，論文表題，雑誌名，巻数（太
字）：頁とし，通し頁でない場合のみ巻数の次に丸がっこで号数をあげること。
石川太郎．1989．日本産イネ科の系統分類．地理分類研究 25 : 33―42.









石川太郎．1984．イネ科．富山次郎（編）．日本植物誌 III, pp. 38―78．石川出版，金沢．
Ishikawa, T. 1985 a. Taxonomic study of Asiatic Gramineae. 1204 pp. Smith and Brown, New York.
Ishikawa, T. 1985 b. Morphology in Gramineae. Willson H.B., Clemens, A. C. and Backer, I.P．（eds．）．
Gramineae in the world, pp. 23―45. Academia, London.
富山次郎．1984．ユリ科．富山次郎（編）．日本植物誌 III, pp. 20―78．石川出版，金沢．
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